
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
市
で
は
、
毎
月
第
４
土
曜

日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
市

役
所
本
庁
舎
の
一
部
窓
口
業
務
を

試
行
開
設
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
、
１２
月
ま
で
延
長
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
平
日
に
市
役
所
へ

来
庁
す
る
こ
と
が
困
難
な
市
民

の
み
な
さ
ん
に
、
暮
ら
し
に
身

近
な
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
１
月
か
ら
６
月
ま

で
の
毎
月
第
４
土
曜
日
の
午
前

中
に
一
部
窓
口
業
務
の
試
行
開

設
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
利
用
者
数
は
、

６
回
の
開
設
で
１
２
３
０
人
に

の
ぼ
り
、
来
庁
し
た
市
民
か
ら

は
、「
平
日
は
仕
事
で
行
け
な
い

の
で
助
か
る
」「
今
後
も
続
け
て

欲
し
い
」
な
ど
の
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

意
見
を
ふ
ま
え
、さ
ら
な
る
利
用

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、試
行
開

設
を
１２
月
ま
で
延
長
し
ま
す
。

開
設
日
時

７
月
２４
日
�
、８
月
２８
日
�
、

９
月
２５
日
�
、
１０
月
２３
日
�
、

１１
月
２７
日
�
、
１２
月
２５
日
�
午

前
９
時
〜
正
午

開
設
場
所

市
役
所
本
庁
舎
２
階
、
３
階

取
扱
い
業
務

【
住
民
関
係
】

戸
籍
届
、住
民
異
動
届
、外
国

人
登
録
申
請
、
印
鑑
登
録
な
ど

の
届
出
や
住
民
票
、
印
鑑
証
明

な
ど
の
各
種
証
明
書
交
付
な
ど

◇
問
合
せ
先

市
民
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
７
２
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
４

【
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
関
係
】

加
入
・
脱
退
・
変
更
の
申
請

や
各
種
療
養
費
の
給
付
申
請
、

保
険
料
の
納
付
・
相
談
な
ど

◇
問
合
せ
先

▽
医
療
保
険

室
資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

▽
医
療
保

険
室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

【
医
療
助
成
関
係
】

乳
幼
児
や
障
害
者
な
ど
の
医

療
費
助
成
に
か
か
る
医
療
証
の

申
請
な
ど

◇
問
合
せ
先

医
療
助
成
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

【
こ
ど
も
の
手
当
関
係
】

子
ど
も
手
当
や
児
童
扶
養
手

当
な
ど
の
申
請

◇
問
合
せ
先

国
民
年
金
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

【
市
税
関
係
】

市
税
の
各
種
証
明
書
発
行
や

納
付
・
相
談
・
申
告
受
付
・
申

請
受
付
・
閲
覧
・
届
出
、
原
動

機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊

自
動
車
の
登
録
・
廃
車

◇
問
合
せ
先

▽
税
制
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
１
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
０

▽
市
民
税
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
３
５
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
９

▽
固
定
資
産
税
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
４
３

〜
４
、�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

１
１

▽
納
税
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
１
４
７
〜
５
２
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
０
８

◇

◇

手
続
き
の
際
は
、
運
転
免
許

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険

証
な
ど
本
人
が
確
認
で
き
る
書

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

他
市
町
村
や
警
察
署
な
ど
へ

の
確
認
や
問
合
せ
が
必
要
な
場

合
は
、取
扱
い
が
で
き
な
い
と
き

や
手
続
き
が
完
了
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、く
わ
し
く
は

担
当
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
試
行
開
設
に
か
か
る
問
合

せ
先

政
策
推
進
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
０
１
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
２
６

７
月
３１
日
�
に
市
役
所
本

庁
舎
と
府
立
中
央
図
書
館
周

辺
で
打
ち
水
大
作
戦
を
行
い

ま
す
。

打
ち
水
に
は
本
市
出
身
で

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
「
大
阪
エ
ヴ
ェ
ッ
サ
」

の
高
田
紘
久
選
手
も
参
加
。

ま
た
、
本
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ト
ラ
イ
く

ん
」
や
石
切
参
道
商
店
街
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
い

し
き
り
ん
」、平
城
遷
都
１
３

０
０
年
祭
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー「
せ
ん
と
く
ん
」

な
ど
（
写
真
左
）、�
ゆ
る
キ

ャ
ラ
�
が
大
集
合
し
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
打
ち
水
を
し

て
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
ま

せ
ん
か
。

◇
と
き

７
月
３１
日
�
午

後
１
時
３０
分
〜
４
時
（
打
ち

水
は
午
後
３
時
８
分
か
ら
約

１５
分
間
）

※
打
ち
水
は
雨
天
中
止
。

気
象
状
況
に
よ
り
、
ほ
か
の

催
し
も
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁

舎
、
府
立
中
央
図
書
館
周
辺

◇
内
容

地
球
温
暖
化
防

止
・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対

策
の
啓
発
、
河
内
風
鈴
の
展

示
、
地
場
物
の
販
売
な
ど

※
申
込
不
要
で
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
バ
ケ
ツ
を
持
参
。

職
員
が
打
ち
水
を
実
施

７
月
２３
日
〜
３０
日

市
で
は
、
市
役
所
庁
舎
自

体
が
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象（
※
１
）を
引
き
起
こ
す
原

因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
緩
和
策
と
し
て
、
職
員

が
雨
水
や
工
業
用
水
を
利
用

し
て
市
役
所
本
庁
舎
周
辺
で

打
ち
水
を
行
い
ま
す
。
期
間

は
、
７
月
２３
日
�
か
ら
３０
日

�
ま
で
の
平
日
午
後
４
時
３０

分
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
１

建
物
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
面
の
増
加
、
空
調

機
や
自
動
車
走
行
、
工
場
の

生
産
活
動
に
伴
う
排
熱
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
都
市
部
の

気
温
が
郊
外
に
比
べ
て
高
く

な
る
現
象
。

炭
素
の
排
出
は
、
環
境
と

経
営
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

一
歩
先
を
い
く
エ
コ
ビ
ジ
ネ

ス
ラ
イ
フ
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

７
月
２８
日
�
午

後
３
時
〜
５
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁

舎
１８
階
研
修
室

◇
対
象

市
内
の
企
業

◇
定
員

７０
人
（
申
込
先

着
順
）

◇
申
込
方
法

講
演
名
、

会
社
名
、
所
在
地
、
氏
名
、

所
属
・
部
課
名
、
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
書
い
て
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

環
境
企
画
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
９
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
８
、

Ｅ
メ
ー
ルk

a
n
k
y
o
k
ik

a
k
u
@
city
.h
ig
a
s
h
i

o
s
a
k
a
.lg
.jp

１２月までの第４土曜日午前中

２限度額適用認定証の更新手続きを

３花の種や苗木をプレゼント

４郷土のあゆみを訪ねませんか
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持続可能な経営

せんとくん

トライくん

いしきりん

打
ち
水
に
は
た
く
さ
ん
の�
ゆ
る
キ
ャ
ラ
�が
集
合

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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所
得
で
判
定
し
ま
す

負
担
割
合（
１
割
・
３
割
）

負
担
割
合
を
１
割
に

基
準
収
入
額
適
用
申
請

国
保
加
入
の

４０
歳
〜
７４
歳
の
方
は

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
な
い
６５
歳
以
上
の
方
は

入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額（
表
参
照
）

ま
で
と
な
る
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
入
院
時
の
食
事
療
養
費
も

減
額
）
の
有
効
期
限
は
７
月
３１

日
で
す
。

引
き
続
き
交
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要

で
す
。
今
お
持
ち
の
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
と
印
鑑
を
持
っ

て
、
医
療
保
険
室
資
格
給
付
課

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

（
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
と
交
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
が
９０
日
を
超
え
る
入
院
を

し
た
場
合
は
、
入
院
日
数
の
わ

か
る
領
収
書
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

は
申
請
日
の
属
す
る
月
の
１
日

か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
７０
歳
未
満
の
方
（
後
期
高

齢
者
医
療
の
方
を
除
く
）】

全
世
帯
を
対
象
に
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
を
申
請
に
よ
り

交
付
し
ま
す
。
な
お
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
入
院
時

の
食
事
療
養
費
も
減
額
し
ま
す
。

【
７０
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
方
】

前
期
高
齢
者
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
で
は
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
を
対
象
に「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
申
請
に
よ
り
交
付

し
ま
す
。

な
お
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

以
外
の
方
は
、
受
給
者
証
お
よ

び
被
保
険
者
証
を
提
示
す
る
と

入
院
時
の
一
部
負
担
金
が
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
新

し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
上
旬

に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま

し
た
。

配
達
は
郵
便
局
が
行
い
、
配

達
す
る
家
庭
に
い
る
方
に
直
接

手
渡
し
に
な
り
ま
す
（
受
領
印

が
必
要
）。
不
在
の
場
合
は
、
郵

便
局
に
７
日
間
程
度
保
管
さ
れ
、

そ
れ
以
降
は
医
療
保
険
室
資
格

給
付
課
に
差
し
戻
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、

住
所
、
氏
名
な
ど
の
記
載
内
容

に
誤
り
が
な
い
か
を
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、古
い
被
保
険
者
証
は
、

市
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
一

部
負
担
金
の
割
合
（
１
割
ま
た

は
３
割
）
お
よ
び
高
額
医
療
費

の
自
己
負
担
限
度
額
の
負
担
区

分
は
、
平
成
２２
年
７
月
ま
で
は

平
成
２０
年
中
の
所
得
で
判
定
し
、

平
成
２２
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月

ま
で
は
平
成
２１
年
中
の
所
得
で

判
定
し
ま
す
。

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同

一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
の
所
得
の
み
で
判
定

し
ま
す
。
そ
の
中
に
１
人
で
も

平
成
２２
年
度
の
地
方
税
法
上
の

各
種
所
得
控
除
後
の
所
得
（
課

税
標
準
額
）
が
１
４
５
万
円
以

上
あ
る
場
合
は
、
３
割
に
な
り

ま
す
。

負
担
割
合
が
３
割
の
方
で
次

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
請
書
を
提
出
し
て
認
め
ら
れ

る
と
、
負
担
割
合
が
３
割
か
ら

１
割
に
な
り
ま
す
。

▽
同
一
世
帯
内
で
被
保
険
者

が
１
人
の
場
合
�
総
収
入
額
が

３
８
３
万
円
未
満

▽
同
一
世
帯
内
で
被
保
険
者

が
２
人
以
上
の
場
合
�
総
収
入

額
が
５
２
０
万
円
未
満

▽
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が

１
人
で
、
か
つ
、
同
一
世
帯
に

７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
が
い

る
場
合
�
総
収
入
額
が
５
２
０

万
円
未
満

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

７
月
末
に
医
療
費
通
知
を
送

付
し
ま
す
。
今
回
は
平
成
２２
年

２
月
と
３
月
の
診
療
（
請
求
）

分
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

医
療
費
通
知
は
、
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
に
医
療
費
の
実
情

の
理
解
と
健
康
に
対
す
る
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

年
６
回
送
付
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て

治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
備

え
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

日
ご
ろ
の
健
康
管
理
に
気
を
配

り
、
増
え
続
け
る
医
療
費
を
抑

え
ま
し
ょ
う
。

健
康
で
あ
る
こ
と
は
み
ん
な

の
願
い
で
す
。適
度
な
運
動
、バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、積
極
的

な
休
養
な
ど
、こ
の
機
会
に
生
活

習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

保
険
料
は

必
ず
納
期
限
ま
で
に

【
納
付
が
困
難
な
方
は
相
談
を
】

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限

は
毎
月
末
で
す
。
必
ず
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

事
業
の
休
廃
業
や
失
業
な
ど

の
理
由
で
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、申
請
に
よ
り
保
険
料

が
減
免（
減
額
）で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。医
療
保
険
室
保
険
料

課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
減
免
（
減
額
）
に

は
、
１８
歳
以
上
の
保
険
加
入
者

全
員
が
平
成
２２
年
度
（
平
成
２１

年
中
）
の
所
得
申
告
を
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

基
準
に
当
て
は
ま
る
方
で
平

成
２２
年
度
の
所
得
申
告
を
し
て

い
な
い
方
は
、
医
療
保
険
室
保

険
料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

【
出
張
納
付
相
談
】

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、必
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
に
は
、
保
険
料
決
定
通
知

書
（
納
付
書
）
な
ど
、
通
知
書

番
号
の
わ
か
る
も
の
を
持
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

７
月
３０
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

布
施
駅
前
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

【
保
険
料
口
座
振
替
済
額
を

来
年
１
月
に
通
知
】

平
成
２２
年
中
（
１
月
か
ら
３

月
ま
で
と
６
月
か
ら
１２
月
ま
で

の
合
計
）
の
保
険
料
口
座
振
替

済
額
は
、
来
年
１
月
に
通
知
し

ま
す
。

１
年
間
の
国
民
健
康
保
険
料

の
納
付
額
は
、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
る
た
め
、
所
得

申
告
の
際
に
必
要
で
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

特
定
健
康
診
査
を

特
定
健
康
診
査
は
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
や
メ
タ
ボ

予
備
群
の
状
態
に
あ
る
人
を

早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
健

診
で
す
。

４
月
１
日
現
在
、国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
今
年

度
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
方

へ
は
、４
月
下
旬
に
今
年
度
の

受
診
券
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

受
診
券
が
届
い
て
い
な
い

方
や
４
月
２
日
以
降
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
、
受
診

を
希
望
す
る
方
は
、
医
療
保

険
室
保
険
管
理
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
保

以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
保

険
者
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

自
覚
症
状
の
な
い
方
や
通

院
し
て
い
る
方
も
、年
度
に
１

度
は
必
ず
健
診
を
受
診
し
、健

康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

受
診
期
間
は
、
平
成
２３
年

３
月
３１
日
ま
で
で
す
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
保
険
管
理
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
０
５
１
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

生
活
機
能
評
価
を

生
活
機
能
評
価
は
、
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
な
い
６５
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
現
在
の
心
身
の
状
態
や

日
常
生
活
の
活
動
の
度
合
い

な
ど
が
低
下
し
て
い
な
い
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
今
後
介
護

や
支
援
が
必
要
に
な
る
可
能

性
が
高
い
方（
特
定
高
齢
者
）

に
、
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と

し
た
生
活
を
続
け
て
い
く
た

め
に
、
生
活
機
能
評
価
を
ぜ

ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

◇
受
診
方
法

▽
国
民
健

康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
方
�
医
療
保
険

が
実
施
す
る
健
康
診
査
な
ど

と
い
っ
し
ょ
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
医
療
保
険
の

保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ
て
い

る
受
診
券
と
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
、
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
を
持
っ
て
市
内
の

医
療
機
関
で
受
診

▽
そ
の

他
の
医
療
保
険
ま
た
は
生
活

保
護
受
給
の
方
�
高
齢
介
護

課
へ
電
話
な
ど
で
申
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
に
生

活
機
能
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
生

活
機
能
に
低
下
が
見
ら
れ
る

方
に
は
、受
診
券
を
発
行
し
、

検
査
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま

す
。な
お
、生
活
機
能
に
低
下

が
見
ら
れ
な
い
方
に
は
、
そ

の
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

※
生
活
機
能
評
価
が
受
診

で
き
る
か
事
前
に
健
康
診
査

実
施
医
療
機
関
へ
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

高
齢
介
護

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

８
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
４
８

※
医
療
保
険
が
行
う
健
康
診
査
や
生
活
機
能
評
価
は
年
度
に
１
度
の
受
診
が

原
則
で
す
。
今
年
度
の
健
康
診
査
や
生
活
機
能
評
価
を
す
で
に
受
診
さ
れ

た
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

自己負担限度額表

自己負担限度額

１５０，０００円
（８３，４００円）

＋
総医療費�１０割�が５００，０００円
を超えた分の１％を加算

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割�が２６７，０００円
を超えた分の１％を加算

３５，４００円
（２４，６００円）

自己負担限度額
外来＋入院�世帯単位�

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割�が２６７，０００
円を超えた分の１％を加算

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

注 （ ）内は、過去１２か月以内に４回以上高額療養費の支給があった場合
の４回目以降の限度額

※１ 基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯の方
※２ 課税所得が１４５万円以上で、収入が高齢者単独世帯で年収３８３万円以上、

高齢者複数世帯で年収５２０万円以上の方
※３ 世帯全員が市民税非課税世帯の方
※４ 世帯全員が市民税非課税で、各所得（特別控除前）がいずれも０円とな

る方（老人単身世帯で年金収入のみの場合は年収８０万円以下の方）

外来〈個人単位〉

４４，４００円

１２，０００円

８，０００円

上位所得者
※１

一 般

市民税
非課税世帯

現役並み所得者
※２

一 般

低所得者�
※３

低所得者�
※４

市民税
非課税
世 帯

７０
歳
未
満
の
方（
後
期
高
齢

者
医
療
の
方
を
除
く
）

７０
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
方

８月分以降は更新手続きが必要です

入院時の限度額適用認定証

特
定
健
康
診
査
と
生
活
機
能
評
価

年
に
１
度
は
受
け
ま
し
ょ
う

医療費通知を
送付します

国民健康保険 後
期
高
齢
者
医
療

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付

（２）平成２２年７月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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市
で
は
、
市
民
自
ら
が
企

画
、
実
施
す
る
地
域
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

活
動
内
容
に
応
じ
た
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
今
年
度
の

助
成
金
交
付
団
体
を
次
の
３

部
門
１５
団
体
に
決
定
し
ま
し

た
。な

お
、
団
体
の
活
動
成
果

発
表
会
は
来
年
３
月
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
助
成
団
体

▽
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
助
成
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
東
大
阪
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
協
会
、
ど
に
く
ら
ぶ
、
東

大
阪
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
、

く
れ
よ
ん
、
２
０
１
９
Ｒ
Ｗ

Ｃ
・
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｍ

Ａ
・「
遊
」・
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
、

翔
（
は
ば
た
き
）
ク
ラ
ブ
、

一
般
社
団
法
人
ふ
せ
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
布
施
地
車
連

合
会
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
い
ち
ば
ん
星
き
ょ
う
だ
い

の
会
キ
ラ
リ
、
大
阪
商
業
大

学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
Ｐ
ｕ
ｒ

ｅ
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ

▽
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
助
成
�
命
の
輝
き
共

生
の
森
計
画
推
進
協
議
会
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
大

阪
市
民
環
境
会
議

▽
ま
ち

づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
助
成
�
ひ

ら
お
か
の
森
を
守
る
会
、
東

花
園
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

会
、
瓢
�
山
中
央
商
店
街
振

興
組
合

◇
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く

り
支
援
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
３
５
０
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
２

花
と
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
運
動

地
域
で
花
づ
く
り
を
さ
れ
る

際
に
、
花
の
種
や
プ
ラ
ン
タ
ー

な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

◇
対
象

市
内
在
住
の
近
所

で
３
軒
以
上
の
グ
ル
ー
プ
に
な

り
、
自
宅
敷
地
内
の
道
路
に
沿

っ
た
と
こ
ろ
で
飾
っ
て
い
た
だ

け
る
方

◇
支
給
内
容

花
の
種
、
用

土
、
プ
ラ
ン
タ
ー（
長
方
形
型
）

※
プ
ラ
ン
タ
ー
は
１
軒
あ
た

り
５
個
ま
で
。
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
で
、
支
給
は
１０
月
中

旬
を
予
定
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
事
業
名
、
代
表
者
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
参
加
世
帯
数
、
希

望
プ
ラ
ン
タ
ー
数
を
書
い
て
、

８
月
１３
日
�
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
郵
送

記
念
樹
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

結
婚
や
新
築
な
ど
の
記
念
に

苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
対
象

平
成
２１
年
９
月
１

日
〜
平
成
２２
年
８
月
３１
日
に
、

出
生
、
入
学（
小
・
中
学
校
）、

新
成
人
、
新
居（
転
入
、
転
居
、

新
築
、増
改
築
）、結
婚（
成
婚
）、

銀
婚
、
金
婚
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
の
記
念
日
が
あ
る
方

◇
木
の
種
類（
３０
�
〜
１
ｍ
）

ク
ス
ノ
キ
、
ウ
メ
、
キ
ン
モ
ク

セ
イ
、
サ
ザ
ン
カ
、
ゲ
ッ
ケ
イ

ジ
ュ
、
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
、
ア
ジ

サ
イ
、
ゴ
ー
ル
ド
ク
レ
ス
ト
、

ク
チ
ナ
シ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

◇
配
付
本
数

１
世
帯
に
つ

き
１
本
（
出
生
、
入
学
、
新
成

人
は
１
人
１
本
）

※
１１
月
７
日
�
に
市
役
所
本

庁
舎
で
配
付
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

（
１
枚
１
本
）
に
氏
名
・
住
所

（
保
護
者
名
・
返
信
用
も
）、
電

話
番
号
、
苗
木
名
、
記
念
日
名
、

記
念
日
を
書
い
て
、
９
月
１０
日

�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送

助
成
し
ま
す

民
有
地
の
植
樹
資
金

民
有
地
の
植
樹
資
金
を
助
成

し
ま
す
。
工
事
に
着
手
す
る
前

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、

助
成
を
受
け
た
植
栽
は
、
５
年

間
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

【
個
人
住
宅
】

◇
対
象

道
路
に
面
し
て
い

る
長
さ
が
３
ｍ
以
上
の
生
垣
に

植
樹
す
る
場
合

◇
助
成
額

１
件
１
万
円
以

上
か
か
る
植
樹
費
用
の
２
分
の

１
（
上
限
２０
万
円
）

【
事
業
所
】

◇
対
象

職
場
と
住
居
が
同

じ
場
合
は
職
場
に
比
重
が
多
い

も
の
で
、
工
場
立
地
法
に
規
定

す
る
特
定
工
場
（
製
造
業
で
敷

地
面
積
が
９
０
０
０
�
以
上
ま

た
は
建
築
面
積
が
３
０
０
０
�

以
上
）
を
除
く

◇
助
成
額

１
件
１０
万
円
以

上
か
か
る
植
樹
費
用
の
３
分
の

１
（
上
限
５０
万
円
）

※
低
木
類
を
除
く
。

【
住
宅
団
地
な
ど
】

◇
対
象

住
宅
団
地
な
ど
の

共
有
地
ま
た
は
自
治
会
が
借
り

て
い
る
私
有
地
で
、
植
栽
地
と

し
て
永
続
性
の
あ
る
も
の

◇
助
成
額

１
件
１０
万
円
以

上
か
か
る
植
樹
費
用
の
３
分
の

１
（
上
限
５０
万
円
）

み
ど
り
の
写
真
を
募
集

み
ど
り
の
美
し
さ
や
大
切
さ
、

み
ど
り
と
人
の
ふ
れ
あ
い
、
み

ど
り
を
守
り
育
て
る
姿
な
ど
を

テ
ー
マ
に
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

◇
対
象

市
内
在
住
、在
勤
、

在
学
の
方

◇
規
格

Ａ
４
サ
イ
ズ
ま
た

は
四
つ
切
り

◇
応
募
方
法

作
品
の
裏
面

に
画
題
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業（
学
校
名
）、
電
話
番
号
を

書
い
て
、
１１
月
３０
日
�（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接

※
作
品
の
版
権
は
市
に
帰
属

し
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

入
選
者
に
は
来
年
４
月
１５
日
�

ま
で
に
通
知
し
、
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈
。
来
年
の
植
樹
祭
で

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

街
路
樹
へ
の
水
や
り
に

ご
協
力
を

街
路
樹
は
私
た
ち
に
う
る
お

い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ

る
だ
け
で
な
く
、
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
す
る
な
ど
住
み
よ

い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、乾
燥
が
激
し
い
暑
い

夏
は
、街
路
樹
に
と
っ
て
厳
し
い

環
境
で
あ
り
充
分
な
水
が
必
要

で
す
。風
呂
の
残
り
湯
や
米
の
と

ぎ
汁
な
ど
で
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。家
庭
や
職
場
の
近
く
の
街
路

樹
に
水
や
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒

５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
み
ど
り

対
策
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
２
７
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
６

みみ
どど
りり
はは
、、
二二
酸酸
化化
炭炭
素素
をを
減減
らら
しし
てて

くく
れれ
るる
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
心心
がが
和和
みみ
、、
リリ
ララ

ッッ
クク
スス
ささ
せせ
るる
力力
をを
もも
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

みみ
どど
りり
豊豊
かか
なな
まま
ちち
へへ
しし
てて
いい
くく
たた
めめ

にに
はは
、、
一一
人人
ひひ
とと
りり
がが
みみ
どど
りり
をを
守守
りり
、、

育育
てて
てて
いい
くく
ここ
とと
がが
必必
要要
でで
すす
。。

ああ
なな
たた
もも
花花
とと
みみ
どど
りり
いい
っっ
ぱぱ
いい
のの
生生

活活
をを
送送
りり
まま
せせ
んん
かか
。。

看
護
師
を
め
ざ
す
学
生
や

看
護
師
を
対
象
に
、
病
院
見

学
説
明
会
と
病
棟
体
験
を
行

い
ま
す
。
看
護
の
現
場
を
体

感
し
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き
・
対
象
・
定
員

▽
７
月
２７
日
�
、
２８
日
�
午

前
９
時
〜
午
後
２
時
（
昼
食

付
き
）
�
看
護
師
免
許
を
取

得
し
て
い
る
方
・
各
６
人

▽
２９
日
�
、
３０
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
�
看
護

師
免
許
を
来
春
取
得
見
込
み

の
方
・
各
１０
人

※
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
。

２７
日
と
２８
日
の
み
白
い
靴
を

持
参
。

◇
内
容

病
院
の
概
要
説

明
、
院
内
見
学
、
病
棟
体
験

な
ど◇

申
込
方
法

住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
７

月
２０
日
�
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問

合
せ
先

市
立
総
合
病
院
看

護
管
理
室

０
６
（
６
７

８
１
）
５
１
０
１
、
�
０
６

（
６
７
８
１
）
２
２
７
１
、

Ｅ
メ
ー
ルk

a
n
g
o
b
u
@

h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a

―h
o
s

p
.jp

旅
行
や
行
楽
で
外
出
が
多

く
な
る
こ
の
時
期
に
備
え
て
、

市
民
交
通
災
害
・
火
災
共
済

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

【
交
通
災
害
共
済
】

◇
見
舞
金

▽
死
亡
に
よ

る
見
舞
金
�
世
帯
主
２
０
０

万
円
、世
帯
主
以
外（
単
身
世

帯
を
含
む
）
１
５
０
万
円

▽
入
院
・
通
院
日
数
に
応
じ

た
見
舞
金
�
１
万
円
〜
２０
万

円

▽
入
院
付
加
金
（
１０
日

以
上
の
入
院
に
限
る
）
�
１

万
円
〜
３
万
円

【
火
災
共
済
】

◇
見
舞
金（
１
口
あ
た
り
）

▽
死
亡
弔
慰
金
�
１
０
０
万

円

▽
被
害
に
応
じ
た
見
舞

金
�
２
万
円
〜
１
５
０
万
円

◇

◇

◇
共
済
期
間

加
入
申
込

日
の
翌
日
〜
来
年
３
月
３１
日

◇
会
費

表
の
と
お
り（
火

災
共
済
は
３
口
ま
で
）

※
加
入
申
込
日
の
翌
日
の

月
分
が
会
費
と
な
り
ま
す（
例

・
８
月
３１
日
に
申
し
込
ん
だ

場
合
は
１
口
３
５
０
円
）。

◇
申
込
方
法

市
役
所
本

庁
舎
５
階
市
民
総
務
室
、行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
直
接

※
就
学
援
助
認
定
世
帯
は

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

市
民
総
務

室

０
６（
４
３
０
９
）３
１

５
８
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
２

（表）月別の会費
会費
４５０円

４００円

３５０円

※９月以降も１か月あたり５０
円安くなります。

月
７月

８月

９月

花
の
種
や
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

小学校６年生（人権作品集）

万一の災難に備えて加入を

市民交通災害・火災共済

となりの人に優しさを
みんなで広げる 優しさリレー

看
護
の
現
場
を
体
感
し
ま
せ
ん
か

地域まちづくり活動

病
院
説
明
会
＆
病
棟
体
験

助成団体決まる

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年７月１５日（３）
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昭昭
和和
４４９９
年年
、、
市市
内内
のの
布布
市市
町町
でで
今今
かか
らら
約約

５５
００
００
００
年年
前前
のの
ママ
ッッ
ココ
ウウ
クク
ジジ
ララ
のの
骨骨
がが

発発
見見
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
ここ
れれ
はは
、、
東東
大大
阪阪
市市
がが

昔昔
はは
海海
でで
ああ
っっ
たた
ここ
とと
をを
物物
語語
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

市市
内内
にに
はは
、、
ささ
まま
ざざ
まま
なな
文文
化化
財財
がが
多多
くく

残残
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
発発
掘掘
ささ
れれ
たた
遺遺
物物
はは
、、
郷郷

土土
博博
物物
館館
やや
発発
掘掘
ふふ
れれ
ああ
いい
館館
でで
保保
存存
・・
展展

示示
しし
てて
いい
まま
すす
。。

東東
大大
阪阪
のの
歴歴
史史
をを
探探
りり
まま
せせ
んん
かか
。。

発
掘
ふ
れ
あ
い
館
（
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
）
は
、
市
内
の

発
掘
調
査
で
発
見
し
た
出
土
品

な
ど
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、

展
示
し
て
い
ま
す
。

本
物
の
土
器
を
見
て
実
際
に

触
る
こ
と
が
で
き（
写
真
左
）、

た
て

復
元
し
た
竪
穴
住
居
に
入
っ
て
、

当
時
の
生
活
を
体
験
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
（
写
真
下
）。

ま
が

ま
た
、
土
器
や
勾
玉
づ
く
り

な
ど
の
体
験
学
習
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
や
料
金
が
必
要
な
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
火
お
こ
し
選
手
権
】

木
を
こ
す
り
合
わ
せ
て
火
を

お
こ
す
マ
イ
ギ
リ
法
に
挑
戦
し

ま
せ
ん
か
。一
番
早
く
火
お
こ
し

で
き
た
人
を
優
勝
者
と
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
１
日
�
〜
８

日
�
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３

時
２０
分

◇
対
象

小
・
中
学
生

◇
申
込
方
法

電
話
ま
た
は

直
接

◇

◇

※
開
館
時
間
は
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
４
時
３０
分
で
、
月
曜

日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）

と
祝
日
は
休
館
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合
せ

先

南
四
条
町
３
―

３３

発
掘
ふ

れ
あ
い
館

０
７
２（
９
８
３
）

２
３
４
０
、�
０
７
２（
９
８
２
）

９
４
１
１

長瀬子育て支援センター

【プールで水遊び】
とき ７月２８日～８月１８日の月・水曜

日（１６日を除く）、２０日�午前１０時～１１時
対象 お座りできる乳幼児とその保護者

※水着または布パンツを持参。申込不要。

【水遊び】
とき・対象 �７月３０日��１歳児と
その保護者 �８月６日��２歳児とそ
の保護者 ☆いずれも午後１時３０分～２

時３０分 定員 各１５組（申込先着順） 申
込方法 ７月２３日�午前１０時から電話で

◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 長瀬子

育て支援センター ０６（６７２８）１８００、�０６
（６７２８）２４１３

鴻池子育て支援センター

【パパと水遊び】
とき ７月２４日�午後２時～３時 対

象 お座りできる就学前乳幼児とその保

護者 申込方法 ７月２３日�までに電話
または直接

【水遊び】
とき・対象 �７月２１日～８月２５日の
水曜日午前１０時～１１時�２歳児、午後１
時３０分～２時３０分�お座りできる０歳児
�７月２３日�、８月２０日�午後１時３０分
～２時３０分、７月３０日�、８月２日�、１３
日�午前１０時～１１時�１歳児 ※水着ま

たは布パンツを持参。申込不要。

◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 鴻池子

育て支援センター ０６（６７４８）８２５１、�０６
（６７４３）０５７７

あさひっこ

【親子でふれあい遊び】
とき ７月２３日�午前１０時～１１時 対
象 未歩行児とその保護者 定員 １５組

（申込先着順） 申込方法 ７月１６日�
午前１０時から電話で

【タオルで作ろう�赤ちゃんの夏着】
とき ８月６日�午前１０時～１１時 対
象 ２歳未満児とその保護者 定員 １５

組（申込先着順） 申込方法 ７月３０日

�午前１０時から電話で
◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 あさひ

っこ（旭町子育て支援センター） ０７２

（９８０）８８７１、�０７２（９８５）１０５５

荒本子育て支援センター

【よちよちタイム】
とき ７月２３日�、２６日�、３０日�、８月
２日�午後１時３０分～３時３０分 対象
２歳未満児とその保護者 ※申込不要。

【パパもおいで～パラバルーン遊び】
とき ７月２４日�午後１時３０分～３時
対象 １歳～２歳児とその保護者 ※申

込不要。

【牛乳パックでおもちゃを作ろう】
とき ７月２８日�午前１０時～１１時３０分
対象 ２歳児以上とその保護者 定員
２０組（申込先着順） 申込方法 ７月１６

日�午後１時３０分から電話で
【水遊びを楽しもう】
とき ８月４日�、１８日�、２５日�午前

１０時～１１時 対象 ３歳児以上とその保

護者 定員 ２０組（申込先着順） 申込方
法 ７月２１日�午後１時３０分から電話で

◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 荒本子

育て支援センター ０６（６７８８）１０５５、�０６
（６７８８）２５９７

石切保育所

【ハイハイ赤ちゃんよっといで】
とき ７月２１日�午前１０時３０分～１１時３０
分 ところ 日新高等学校 対象 ０歳

児とその保護者 定員 １５組（申込先着

順） 申込方法 ７月１５日�から午前１０
時～午後５時に電話で

■申込み・問合せ先 石切保育所 ０７２

（９８４）６２６０、�０７２（９８４）９５７８

マッコウクジラの骨
体長約１０ｍと推測されています

郷
土
博
物
館
は
山
畑
古

墳
群
に
あ
り
ま
す
。

市
内
の
原
始
・
古
代
か

ら
近
代
ま
で
の
考
古
・
民
俗

資
料
を
展
示
し
て
歴
史
を

振
り
返
る
常
設
展
示（
写
真

下
）と
地
域
別
に
文
化
財
を

紹
介
す
る
テ
ー
マ
展
示
、古

墳
か
ら
見
つ
か
っ
た
武
器

類
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

展
示
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
常
設
展
示
〜
か
わ
ち
の
く

に
】◇

と
き

来
年
３
月
６
日
�

ま
で◇

内
容

鬼
虎
川
遺
跡
出
土

の
石
の
ナ
イ
フ
・
鋳
型
、
馬
場

川
遺
跡
出
土
の
土
偶
、
山
畑
古

墳
群
出
土
の
副
葬
品
、
若
江
城

か
わ
ら

跡
出
土
の
瓦
な
ど
約
５
０
０
点

【
テ
ー
マ
展
示
〜
枚
岡
・
瓢

�
山（
Ｂ
地
域
）の
文
化
財
】

◇
と
き

１０
月

３
日
�
ま
で

◇
内
容

鬼
塚

遺
跡
出
土
の
縄
文

土
器
、
縄
手
遺
跡

出
土
の
ウ
マ
の

歯
、
四
條
村
の
村

絵
図
、
皿
池
古
墳

は

に

わ

出
土
の
船
形
埴
輪

な
ど
約
１
２
０
点

【
コ
ー
ナ
ー
展
示
〜
古
墳
か

ら
み
つ
か
る
武
器
】

◇
と
き

１０
月
３
日
�
ま
で

た

ち

◇
内
容

盾
、
大
刀
、
埴
輪
、

て
つ

ぞ
く

ほ
こ

か
ん
と
う
つ
か
が
し
ら

み

わ

鉄
鏃
、
鉾
、
環
頭
把
頭
、
三
輪

だ
ま玉
な
ど
約
３０
点

◇

◇

※
開
館
時
間
は
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
４
時
３０
分
で
、
月
曜

日
（
祝
日
の
場
合
を
除
く
）
と

祝
日
の
翌
日
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
は
休
館
。

◇
料
金

大
人
５０
円
、高
校
・

大
学
生
３０
円
、小
・
中
学
生
２０
円

◇
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先

上

四
条
町
１８
―

１２

郷
土
博
物
館

０
７
２
（
９
８
４
）
６
３
４
１
、

�
０
７
２（
９
８
６
）１
４
３
２

第
２
次
世
界
大
戦
終
戦
か
ら
６５
年
目
の

夏
を
迎
え
ま
し
た
。
平
和
は
生
き
る
た
め

の
基
本
で
あ
り
、世
界
共
通
の
願
い
で
す
。

市
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
と
生

命
、人
権
の
尊
さ
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
、

「
平
和
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ア
ニ
メ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
映
画
上
映
〜
象
の
い
な
い

動
物
園
】

戦
争
が
激
し
く
な
っ
た
昭
和

１８
年
、
動
物
園
で
は
爆
撃
の
た

め
に
動
物
が
町
へ
逃
げ
出
し
た

ら
危
険
と
い
う
こ
と
で
、
多
く

の
動
物
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
そ
の
と
き
の
悲

し
い
で
き
ご
と
か
ら
、
戦
争
が

終
わ
り
焼
け
跡
の
中
で
健
気
に

生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
	
象
を

見
た
い


と
い
う
夢
が
か
な
う

ま
で
を
描
い
て
い
ま
す
。

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和
の

大
切
さ
、
生
命
の
尊
さ
を
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

ア
ニ
メ
映
画
「
象
の
い
な
い
動

物
園
」
を
上
映
し
ま
す
。

◇
と
き

７
月
３０
日
�

▽

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

▽
午

後
２
時
〜
３
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
市
民

ホ
ー
ル

ピ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク

【
平
和
資
料
展
】

◇
と
き

８
月
３
日
�
〜
８

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
７
時（
土

・
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

◇
と
こ
ろ

府
立
中
央
図
書

館
展
示
コ
ー
ナ
ー

◇
内
容

▽
サ
ダ
コ
と
折
り

鶴
ポ
ス
タ
ー
展
示

▽
空
襲
ピ

ア
ノ
展
示

▽
市
民
の
遺
品
展

示

▽
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
示

▽
ミ
ニ
ミ
ニ
原
爆
展
な
ど

【
原
爆
体
験
の
お
は
な
し
】

市
内
在
住
の
原
爆
被
害
者
が

当
時
の
体
験
を
語
り
ま
す
。

◇
と
き

８
月
５
日
�
、
７

日
�
午
前
１１
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

府
立
中
央
図
書

館
お
は
な
し
の
へ
や

【
ビ
デ
オ
上
映
＆
語
り
】

原
爆
被
害
者
で
広
島
平
和
記

念
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
細
川
浩
史
さ
ん
が
被
爆
体

験
を
語
り
ま
す
。ま
た
、細
川
さ

ん
の
妹
の
日
記
を
元
に
テ
レ
ビ

放
映
さ
れ
た
「
夏
服
の
少
女
た

ち
」の
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
８
日
�

▽

午
前
１１
時
か
ら

▽
午
後
３
時

か
ら◇

と
こ
ろ

府
立
中
央
図
書

館
お
は
な
し
の
へ
や

◇

◇

◇
問
合
せ
先

人
権
啓
発
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
５
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
３

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

土
器
や
石
器
、
動
物
の

骨
な
ど
の
出
土
品
が
見

つ
か
り
、
当
時
の
人
々

の
生
活
実
態
や
生
活
環

境
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。市

で
は
、
長
き
に
わ

た
っ
て
今
日
の
世
代
ま

で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き

た
文
化
財
を
保
護
し
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
、
保
存
・
活
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
文
化

財
は
開
発
や
家
屋
の
建

替
え
な
ど
で
消
滅
す
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内

で
の
土
木
工
事
な
ど
に

伴
う
届
出
に
基
づ
い
て
、

必
要
な
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

身
近
な
歴
史
的
遺
産

に
興
味
や
愛
着
を
持
ち
、

貴
重
な
財
産
で
あ
る
文

化
財
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
今
後

も
調
査
・
保
存
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

敷
地
内
に
山
畑
２２
号
墳
が
あ
り
、

入
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■問合せ先 文化財課 ０６（４３０９）３２８３、�０６（４３０９）３８３５

東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
推
進
機

構
で
は
、
次
の
４
社
５
製
品

を
新
た
に
「
東
大
阪
ブ
ラ
ン

ド
」
に
認
定
し
ま
し
た
。

東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の

認
定
は
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
・

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
（
高
付
加
価
値
）
の

３
つ
の
基
準
を
設
け
て
審
査

し
、
現
在
市
内
製
造
業
５９
社

１
０
９
製
品
あ
り
ま
す
。

認
定
製
品

次
の
い
ず
れ

も
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
製
品
と

し
て
認
定
。

�
メ
タ
フ
ィ
ス

ｂ
ｒ
ｉ

ｌ
ｌ
ｏ
（
�
カ
ワ
キ
タ
）

デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ム
ラ
タ
チ

ア
キ
と
提
携
し
て
開
発
し
た

自
社
製
品
の
携
帯
用
折
り
た

た
み
式
歯
ブ
ラ
シ
。
デ
ザ
イ

ン
性
に
加
え
、
使
い
や
す
さ

や
機
能
性
も
細
部
に
わ
た
る

ま
で
追
求
し
て
い
ま
す
。

�
イ
プ
セ
コ
ロ
ー
ル
（
�

カ
ワ
キ
タ
）

コ
ッ
プ
・
歯
ブ
ラ
シ
・
歯
磨

き
粉
が
一
体
に
な
っ
た
携
帯

用
デ
ン
タ
ル
セ
ッ
ト
。
ケ
ー

ス
の
ボ
デ
ィ
部
分
を
コ
ッ
プ

と
し
て
使
え
る
機
能
に
加
え
、

キ
ャ
ッ
プ
部
分
を
歯
ブ
ラ
シ

立
て
と
し
て
使
用
で
き
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
機
能
付
き
で
す
。

�
ア
ク
ア
プ
ラ
ン
タ
ー（
�

冨
永
樹
脂
工
業
所
）

土
を
使
わ
ず
水
と
養
液
だ

け
で
植
物
を
育
て
る
水
耕
栽

培
用
プ
ラ
ン
タ
ー
。
専
門
的

な
知
識
や
技
術
が
不
要
な
う

え
、
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
で

低
騒
音
設
計
の
た
め
、
家
庭

栽
培
に
最
適
で
す
。

�
ま
も
り
〜
の
（
森
村
金

属
�
）

ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
窓
サ
ッ

シ
に
取
り
付
け
る
多
機
能
補

助
錠
。
子
ど
も
に
誤
っ
て
閉

め
出
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
施

錠
防
止
機
能
や
換
気
時
に
隙

間
を
固
定
で
き
る
機
能
、
外

部
侵
入
者
に
警
告
音
と
光
で

威
嚇
す
る
防
犯
機
能
を
備
え

て
い
ま
す
。

�
缶
ス
ラ
イ
ダ
ー
（
山
和

ワ
イ
ヤ
リ
ン
グ
�
）

傾
斜
を
利
用
し
た
構
造
で

製
品
の「
先
入
れ
・
先
だ
し
」

や
商
品
の
目
詰
り
防
止
を
可

能
に
し
た
円
柱
形
商
品
用
陳

じ
ゅ
う

列
什
器
。
補
充
や
陳
列
、
消

費
期
限
な
ど
の
管
理
が
容
易

で
労
力
が
軽
減
で
き
ま
す
。

申
請
を
随
時
受
付

東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
推
進
機

構
で
は
、
新
規
の
東
大
阪
ブ

ラ
ン
ド
申
請
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
東
大
阪
ブ
ラ

ン
ド
推
進
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp���w
w
w
.h
i

g
a
s
h
io
s
a
k
a
b
ra
n
d
.

jp�

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

モ
ノ
づ
く

り
支
援
室
内
東
大
阪
ブ
ラ
ン

ド
推
進
機
構
事
務
局

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
７
７
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８
４
６

お
店
を
経
営
す
る
た
め
の

仕
入
れ
か
ら
利
益
を
得
る
ま

で
の
流
れ
を
学
び
、
８
月
２２

日
�
に
開
催
す
る
希
来
里
フ

ァ
ミ
リ
ー
ま
つ
り
で
実
際
に

販
売
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

商
品
の
流
通
や
店
舗
の
経

営
を
体
験
し
、働
く
意
味
と
楽

し
さ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
チ

ラ
シ
な
ど
も
作
成
し
ま
す
。

◇
と
き
・
内
容

▽
８
月

６
日
�
午
前
１０
時
〜
正
午



事
前
研
修

▽
２２
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
１
時


販
売
体

験
（
計
２
日
間
）

◇
対
象

市
内
在
住
、在
学

の
小
学
校
４
年
生
〜
６
年
生

◇
定
員

１０
人
（
抽
選
）

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
行
事
名
、
住
所
、
氏
名
、

学
年
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
番

号
を
書
い
て
、
７
月
３０
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
（
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問

合
せ
先

〒
５７８
・
０
９
４
１

岩
田
町
４
―

３
―

２２
―

６
０
０

イ
コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
）

０
７
２（
９

６
０
）９
２
０
１
、�
０
７
２

（
９
６
０
）９
２
０
７
、Ｅ
メ
ー

ルik
o
ra
m
u
@
city
.h

ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

火
災
や
地
震
な
ど
の
防
災

に
つ
い
て
親
子
で
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
。
消
防
車
に
乗

っ
た
り
、
放
水
を
体
験
し
た

り（
写
真
）、
防
災
学
習
セ
ン

タ
ー
も
見
学
で
き
ま
す
。

◇
と
き

８
月
１３
日
�
、

１４
日
�
午
後
２
時
〜
４
時（
受

付
は
午
後
１
時
３０
分
か
ら
）

◇
対
象

小
学
生
と
そ
の

保
護
者

◇
定
員

各
１５
組
（
申
込

先
着
順
）

◇
申
込
方
法

７
月
１５
日

�
か
ら
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
５
時
に
電
話
ま
た
は
直
接

（
フ
ァ
ク
ス
も
可
）

※
月
曜
日
（
祝
日
の
と
き

は
翌
日
）
は
休
館
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問

合
せ
先

防
災
学
習
セ
ン
タ

ー

０
７
２（
９
６
６
）９
９

９
８
、
�
０
７
２（
９
６
６
）

９
９
９
０

人
権
の
大
切
さ
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
心
温
ま
る
写
真

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま

す
。
入
賞
作
品
５
点
と
応
募

い
た
だ
い
た
方
か
ら
抽
選
で

２０
人
に
賞
ま
た
は
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

◇
募
集
内
容

Ａ
４
ま
た

は
６
つ
切
り
の
写
真
（
組
写

真
は
３
枚
ま
で
・
１
人
３
点

ま
で
）
と
作
品
に
込
め
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
（
感
謝
の
気
持
ち

や
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
、
思
い
や
り
の
大
切
さ
な

ど
を
１
０
０
字
以
内
で
）

※
入
賞
作
品
は
法
務
省
主

催
の
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
出
展
す
る
な
ど
、
啓

発
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

◇
応
募
方
法

作
品
名
と

作
品
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
、住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
も
）、年
齢
、

電
話
番
号
、
本
事
業
を
何
で

知
っ
た
か
を
書
い
て
、
７
月

１５
日
�
〜
９
月
３０
日
�
（
消

印
有
効
）
に
郵
送
ま
た
は
直

接
※
作
品
は
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
著
作
権
な
ど

は
本
市
人
権
啓
発
協
議
会
に

帰
属
。
作
品
お
よ
び
提
出
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◇
応
募
・
問
合
せ
先

〒

５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
人
権

啓
発
課
内
人
権
啓
発
協
議
会

事
務
局

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
５
６
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
２
３

�

� ��

�

考考
古古
資資
料料
をを
展展
示示

郷土のあゆみを訪ねませんか

新新
たた
にに
４４
社社
５５
製製
品品
をを
認認
定定

郷
土
博
物
館

東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド

古古
代代
のの
生生
活活
をを
体体
験験

貴貴重重なな文文化化財財をを後後世世にに伝伝ええるるたためめにに

発発
掘掘
ふふ
れれ
ああ
いい
館館

現在も続く発掘調査
国
史
跡
・
河
内
寺
廃
寺
跡
の

発
掘
調
査

生
命
の
尊
さ
を
考
え
よ
う

広島に原爆が投下され
た時刻を刻んだ時計

楽
し
く
学
ぼ
う

子育て支援センター・保育所の催し

夏
休
み
親
子
防
災
学
習
ツ
ア
ー

夏 を 楽 し も う �
※車での来場はご遠慮ください

Good コミュニケーション・Hot コミュニケーション

思いやりの心を届けよう

人権フォトメッセージを募集

（４）平成２２年７月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年７月１５日（５）
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その他のつづき

お済みですか
子ども手当現況届の提出

６月初旬に送付しました子ども手当

現況届の提出はお済みですか。

平成２２年３月まで児童手当を受給し

ていた方は、子ども手当現況届の提出

が必要です。早急に郵送するか、国民

年金課または行政サービスセンターに

提出してください。

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�０６
（４３０９）３８０５

施設を開放します
療育センター

障害のある子どものために施設を開

放します。体を動かして遊びませんか。

�時８月１６日�～２０日�午後２時３０分～
４時３０分 �対市内在住の障害のある小
学校３年生以下の子どもとその保護者

�定各１０組（抽選） �料初回１１０円（２回
目以降６０円） �申８月２日�まで
�所�申�問療育センター ０６（６７８３）１４２５、

�０６（６７８３）６１０５

固定資産税・都市計画税第２期分
納期限は８月２日です

固定資産税・都市計画税の第２期分

の納期限は８月２日�です。納期限ま
でに市税取扱金融機関または郵便局で

納めてください。また、口座振替を利用

している方は、預金残高を確認してく

ださい。なお、納付書を紛失された場合

は再発行しますので、ご連絡ください。

�問納税課 �郵便番号が５７７の方�０６
（４３０９）３１５０～１、郵便番号が５７８の方

�０６（４３０９）３１４９、郵便番号が５７９の方
�０６（４３０９）３１４８�、�０６（４３０９）３８０８

食中毒にご注意
生食用魚介類は新鮮なうちに

魚介類は「腸炎ビブリオ」という食中

毒菌に汚染されていることがあります。

菌に汚染された食品を食べると、激し

い腹痛や下痢、おう吐を起こします。

抵抗力の弱い乳幼児や児童、高齢者

の場合、症状が特に重くなることがあ

りますので、できるだけ生食は控えま

しょう。特に肝臓に疾患のある方は、

夏場の魚介類の生食は避けてください。

夏場は次のことに注意して、予防に

努めましょう。

【すぐに冷蔵庫に入れる】
生鮮食品の購入後は、保冷剤などを

入れてまっすぐに家に帰り、帰宅後は

すぐに冷蔵庫に入れましょう。

【適切に保存を】
魚介類を冷蔵庫に入れるときは、ほ

かの食品に汁がかからないよう、ビニ

ール袋や容器に入れて保存しましょう。

【充分加熱する】
腸炎ビブリオ菌は、真水や熱に弱い

ので、調理する前に水道水でよく洗い、

調理するときは充分加熱しましょう。

【消毒する】
使用したまな板や包丁は洗剤や流水

でよく洗い、熱湯や漂白剤などで消毒

しましょう。

【早く食べる】
すしや刺身などは、なるべく早く食

べましょう。

◇ ◇

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�０７２
（９６０）３８０７

健康で元気なまちへ
健康づくり推進協議会委員を募集

生活に密着した健康づくり施策を推

進するための委員を募集します。 �対
市内在住、在勤、在学の成人 �定若干
名 任期 ２年 �申「健康で元気なま
ちづくり」をテーマに応募動機を８００字

以内にまとめ、住所、氏名、年齢、職

業、電話番号を書いて、７月３０日�（必
着）までに郵送またはファクスで

�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―３００
保健所健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

ピザ作りに挑戦�
親子ふれあいクッキング

�時�所�定�７月３０日��西保健センタ
ー・１５組３０人 �８月２日��グリー
ンパル（中鴻池・申込みは中保健セン

ターへ）・１０組２０人 ☆いずれも午後

１時～４時で申込先着順 �対小学校３
年生～６年生とその保護者 �内お話と
調理実習など �料子ども３００円、大人３５０
円 �持エプロン、三角巾、手ふき、筆
記用具

�申�問中・西保健センター

親子おやつ教室

ヘルスメイトといっしょに簡単でお

いしいおやつを作りませんか。

�時７月２８日�午後１時～４時 �対４
歳～５歳の幼稚園・保育園児とその保

護者 �定１２組２４人（申込先着順） �料大
人３５０円、子ども３００円 �持エプロン、
三角巾、手ふき

�所�申�問西保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�８月１１日�午前９時４５分～
１１時�中保健センター・エプロンシア
ター �２０日�午前１０時～１１時�あさ
ひっこ（旭町子育て支援センター・申

込みは東保健センターへ）・歯と口腔

の健康 �３０日�午後１時３０分～３時
３０分�西保健センター・交流会 �対市
内在住のふたご・みつごを妊娠、育児

している方とその子ども ※初参加の

方は要予約。

�申�問東・中・西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�８月３日�午前９時２０分～１０
時�西保健センター �４日�午前９
時３０分～１０時３０分、１０日�午後１時３０分
～２時３０分�中保健センター �内�対�
肺がん検診�市内在住の４０歳以上の方
�結核検診�市内在住の６５歳以上の方
�定各３０人（申込先着順）
�申�問中・西保健センター

早めに受けましょう
麻しん・風しん予防接種

予防接種法が改正され、麻しん（は

しか）と風しんの予防接種は、混合ワ

クチンを２回接種することになってい

ます。接種時期は、１歳児と幼稚園や

保育所の年長児（小学校に入学する前

年度）です。

定期予防接種は、市内の委託医療機

関で受けることができます。事前にお

問合せのうえ、予診票と母子健康手帳

を持参して受けてください。接種期間

は、来年３月３１日（１期は１歳の誕生

日から２歳の誕生日の前日）までです。

期間が過ぎると有料となりますので、

ご注意ください。

また、案内書を市立中学校１年生に

は中学校を通じて配布し、高校３年生

に相当する年齢の方には個別郵送して

います。手元にない方は、委託医療機

関にある予診票をご利用ください。

なお、麻しんまたは風しんにかかっ

たことがあっても、予防接種を受ける

ことができます。

�対�１期�１歳児 �２期�幼稚園
・保育所の年長児 �３期�中学校１
年生に相当する年齢の方 �４期�高
校３年生に相当する年齢の方

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

２歳児歯科健康相談

歯科医師が歯の健診を歯科衛生士が

アドバイスをします。 �時�所�８月１１
日��西保健センター �１６日��東
保健センター �２４日��中保健セン
ター ☆いずれも午後１時３０分から

�対市内在住の平成２０年８月生まれの乳
幼児 �定各５０人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

早期のがんを発見
乳がん（マンモグラフィ）検診

�時７月２０日�、８月３日� ☆いず

れも午後１時４５分、午後２時３０分から

�対平成２２年４月１日現在、４０歳以上の
偶数年齢または乳がん検診のクーポン

券がある女性 �定各２０人（申込先着順）
�料８００円（クーポン券も可）
�所�申�問中保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�８月４日��東保健センタ
ー・赤ちゃんとの絆編 �８月６日�、
２０日�、９月１０日�、２４日�（計４日
間）�西保健センター・自分らしい妊
娠と出産、子育てのための準備、交流

会など ☆いずれも午後１時３０分～３

時３０分 �対市内在住のおおむね妊娠１６
週以降の妊婦

�申�問東・西保健センター

プレパパ・プレママの会

�時８月１８日�午後１時３０分～４時
�対市内在住の妊婦とそのパートナー
�内赤ちゃんのお風呂の入れ方、交流会
など

�所�申�問中保健センター

糖尿病食事学習会

�時８月１１日�午前１０時３０分～午後２
時 �対血糖値が高い６４歳までの方とそ
の家族 �定２０人（申込先着順） �内講
話「糖尿病食は健康食」、調理実習

�料７００円 �持エプロン、三角巾、手ふき、
筆記用具

�所�申�問中保健センター

血液サラサラ教室

�時８月５日	から６か月 �対６か月
以内の特定健診などの結果コレステロ

ール・中性脂肪が高い方 �定１４人（申
込先着順） �内個別相談６回、血液検
査４回、体組成計測など

�所�申�問中保健センター

地元野菜を食べる�

地元の野菜を使ったヘルスメイト

おすすめの料理を紹介しています。

青ねぎは、市内特産物としての歴

史が古く、多くの栽培農家があります。

青ねぎは、緑色部分が長く、先端

まで張りがあるものを選びましょう。

地元で採れた新鮮野菜は、農協の

直売所などで購入できます。

【ねぎ味噌のいなり焼き〈１人分の
栄養価：エネルギー１０８kcal、塩分１．３

ｇ〉】
�うすあげは熱湯をかけて油ぬき
をしてから２等分にし、袋状にする。

�青ねぎは小口切りにし、かつお
節は手でもんで粉にする。

��に味噌とみりんを合わせ、う
よ う じ

すあげに詰め、楊枝で留める。

�フライパンに�を入れ、中弱火
で色よく焼く。

�食べやすい大きさに切り、ミニ
トマトを添える。

材料（４人分） 青ねぎ２束（２５０

ｇ）、うすあげ２枚、味噌４０ｇ、みり

ん大さじ１、かつお節１袋、ミニト

マト（付合せ）８個

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

（６）平成２２年７月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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青少年の健全育成を啓発
は が き 絵

青少年の健全育成をテーマにした「は

がき絵」を募集します。 �対市内在住、
在学の小学生以上の方 �内青少年の健
全育成に関するもの �明るい家庭
�仲間 �地域づくり �あいさつ運
動など 規格 ハガキまたはハガキサ

イズ用紙を縦に使用し、水彩、色鉛筆、

クレヨン、マジックなどの手描きで

�申作品の裏面に住所、氏名（ふりがな
も）、年齢、職業（小・中学生は学校名、

学年、組も）、電話番号を書いて、７月

１５日�～８月１５日�（消印有効）に郵
送または市民プラザの専用ポストへ

※受賞作品の著作権は市に帰属し、作

品は返却しません。受賞者には、１１月

に開催予定の表彰式で表彰状と記念品

を贈呈。

�申�問〒５７７・８５２１市役所青少年スポー
ツ室 ０６（４３０９）３２８１、�０６（４３０９）３８３５

消費生活展・地場生産物コーナー
出展グループ・出店団体

「自立したかしこい消費者に～学ぼ

う・選ぼう・だまされないで�」をテ
ーマに、１０月２３日�に開催する「消費
生活展」の出展グループと市内の特産

品を出店する団体を募集します。 �申
８月１３日�まで
�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

６００２、�０７２（９６２）９３８５

敬老演芸フェスティバル出演者

�時９月５日�正午～午後４時３０分
�対市内在住の６５歳以上の方 �定５０人（抽
選） �内カラオケ、舞踊など �申往復
ハガキに住所、氏名（ふりがなも）、年

齢、電話番号、演目（カラオケの場合

は２曲分の曲名と歌手名）を書いて、

７月３１日�（消印有効）までに郵送
�所�申�問〒５７７・００５６長堂１―８―３７ 夢広

場（布施駅前）０６（６７８４）２０１４（�兼用）

生活保護関係嘱託員

ケースワーク補助員、就労支援専門

員、生活保護事務補助職員を募集しま

す。 試験日 ８月８日� �申７月３０
日�まで ※応募資格、募集要項、応

募用紙は市ホームページに掲載。応募

用紙はダウンロードもできます。

�申�問生活福祉課 ０６（４３０９）３１８２、�
０６（４３０９）３８１５

行政書士による相談

�時８月３日�午後１時～４時（予約
不要で受付は午後３時３０分まで） �内
遺言、相続、内容証明や各種契約書の

作成、建築業などの許・認可申請、外

国人の帰化、会社設立など

�所�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

建築士による相談

住宅の耐震診断・改修補助の申込み

も受け付けます。 �時７月２０日�午後
１時～４時（予約不要） �所市役所本
庁舎１階相談室 �内建替え、耐震、ア
スベスト、リフォーム、シックハウス、

欠陥住宅など

�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�０６
（４３０９）３８３４

救急安心センターおおさか
障害者専用リーフレット・カードを配置

急な病気やケガでどうすればいいか

迷ったときに医師や看護師が２４時間３６５

日対応する救急安心センターおおさか

（電話♯７１１９）の障害者専用リーフレ

ットと点字カードを作成しました。

障害者専用リーフレットと点字カー

ドは次の場所で配置しています。ご活

用ください。 配置場所 予防広報課、

障害者支援室、福祉事務所、ボランテ

ィア・市民活動センター

�問予防広報課 ０７２（９６６）９６６３、�０７２
（９６６）９６６９

父子家庭にも児童扶養手当を支給

ひとり親家庭に対する自立を支援す

るため、８月１日から父子家庭の父に

も児童扶養手当を支給します。

児童扶養手当は、父母の離婚などで

父または母と生計が同じではない子ど

もが育成される家庭（ひとり親家庭）

の生活の安定と自立の促進に寄与し、

子どもの福祉の増進を図るために支給

する手当です。手当額は受給資格者と

扶養義務者（同居している父母兄弟姉

妹など）の所得などにより決定します。

支給には申請が必要です。支給要件

など、くわしくはお問合せください。

なお、７月３１日までに支給要件に該

当している方は、１１月３０日�までに申
請すればさかのぼって８月分から支給

します。

�申�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５

さらに広がりました
水洗化にできる区域

市では、市民が快適に生活できるよ

う、下水道の整備に努めています。

７月１６日�から次の町丁目のそれぞ
れ一部の区域で水洗化にできるように

なりました。 �下六万寺町１丁目・２丁
目 �六万寺町１丁目～３丁目 �上
六万寺町 �横小路町１丁目～５丁目
【工事は指定業者で】
トイレなどの水洗化工事は、必ず市

の指定業者に依頼してください。業者

が市への申請手続きをします（市の助

成や貸付制度あり）。なお、水洗化にで

きる区域は３年以内に水洗化するよう

法律で規定されています。

【上水道料金と合わせて下水道使用
料を負担】
下水道を整備した区域では、下水道

を使用するみなさんに上水道の使用水

量に応じ、上水道料金と合わせて下水

道使用料を負担していただきます。市

では、下水道使用の実態を把握するた

め、職員が家庭や事業所などを訪問す

ることがあります。協力をお願いします。

◇ ◇

�問�水洗化�水洗化促進センター
０６（４３０９）３２４９、�０６（４３０９）３８２８ �貸
付・助成金、下水道使用料�業務課
０６（４３０９）３２５１、�０６（４３０９）３８２７

病児・病後児保育のご利用を
小学校３年生までの児童が対象

市内在住の小学校３年生までの児童

が病気で「回復期」または「回復期に

至らない」場合で、集団保育および保

護者の勤務などの都合により家庭で保

育が困難なときは、病児・病後児保育

室が利用できます。

利用には、事前登録と前日までに利

用する保育室への予約が必要です。利

用料は２，０００円（減免制度あり）で、医

療機関での受診結果を医師連絡票で確

認します。

なお、病気や感染症などの回復期に

至らない場合の利用は、病児保育室へ

お問合せください。

【病児保育室】
�所�申�問小阪本町１―１１―３ ふじもとク

リニックこひつじ ０６（６７３０）５８２８（�
兼用） �岩田町４―３―２２―２０６ 尾�医院
ウルル ０７２（９６８）７２２７、�０７２（９６２）２２３１
【病後児保育室】
�所�申�問荒本２―６―３５ 荒本子育て支援

センターミミィ ０６（６７８９）５２９５、�０６
（６７８９）８６６１

◇ ◇

�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�
０６（４３０９）３８１７

赤い羽根共同募金
地域福祉推進モデル事業
配分申請を受け付けます

赤い羽根共同募金で集まった募金を

地域福祉を推進する事業の一部として

配分します。 �対原則１年以上社会福
祉事業の活動実績があり、募金が地域

で活用されていることを周知できる法

人格がある団体 ※会則がある場合は

法人格がなくても可。 配分額 １団

体上限２５万円（総事業費の１／４以上

の自己資金が必要） ※運営費や互助共

済、機器整備の経費は配分の対象外。

�申申請書に必要事項を書いて、７月１５
日�～８月５日�に直接 ※申請書は

社会福祉協議会で配布。社会福祉協議

会ホームページ（http���www.heartn
et�hoshakyo.org�）からダウンロード
もできます。

�申�問社会福祉協議会内大阪府共同募
金会・東大阪地区募金会 ０６（６７８９）

５５５０、�０６（６７８９）２９２４

市では、来年度を始まりとする新

しい「男女共同参画推進計画」を策

定するにあたり、市民のみなさんの

声を聞かせていただくため、市民フ

ォーラムを開催します。

フォーラムでは、家庭や職場、地

域など、身近なところでの男女共同

参画について、市民のみなさんが日

ごろ感じていることや疑問に思って

いることをグループに分かれて、自

由に意見交換していただきます。

男女共同参画について気軽に話し

てみませんか。

�時８月７日�午後２時～４時 �所
イコーラム（男女共同参画センター）

�対市内在住、在勤、在学の方 �定２５
人（当日先着順） ※１歳６か月～

未就学児の保育あり（１人２００円で定

員１０人・７月３０日�までに要申込）。
�問男女共同参画課 ０６（４３０９）３３００、

�０６（４３０９）３８２３

市では、国および府の防災計画の修

正や近年の防災上の課題などを踏ま

え、災害対策基本法第４２条に基づき、

東大阪市地域防災計画を修正します。

このほど計画の修正案を作成しま

したので、意見を募集します。修正

案の概要は７月１５日�から危機管理
室と市政情報相談課（土・日曜日、

祝日を除く午前９時～午後５時３０

分）、市ホームページの「パブリック

コメント（意見募集）手続き」でご

覧になれます。 �対市内在住、在勤、

在学の方、市内に事業所がある事業

者、法人、その他団体 提出方法
住所、氏名（団体は団体名、所在地、

代表者名）、電話番号を書いて、８月

１６日�（必着）までに郵送（ファクス、
Ｅメール、閲覧場所への直接持参も可）

※書式は問いませんが、閲覧場所に

意見書のひな形を用意しています。

■提出・問合せ先 〒５７７・８５２１市

役所危機管理室 ０６（４３０９）３１３０、�
０６（４３０９）３８２０、�kikikanri@cit
y.higashiosaka.lg.jp

新男女共同参画推進計画を考える

市 民 フ ォ ー ラ ム

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

パブリック
コメント

東大阪市地域防災計画の修正案

意見を募集します

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年７月１５日（７）
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つどいの広場
キッズまつり

親子で楽しく過ごしませんか。 �時
７月１７日�午前１０時～午後３時 �対市
内在住の方 �内ヨーヨーつり、スーパ
ーボールすくい、ボーリングなど �料
各ゲーム１００円 ※エプロンシアターの

上演や育児相談もあります。

�所�問キッズステーション（善根寺町
４） ０７２（９８５）１３３１（�兼用）
�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�

０６（４３０９）３８１７

子ども映画会

カールじいさんが冒険の旅に出る「カ

ールじいさんの空飛ぶ家」を上映します。

�時�所�８月２１日��グリーンパル（中鴻
池） �２２日��加納自治会館 ☆い

ずれも午後２時～４時 �対市内在住の
小学生 �定各１００人（当日先着順）
�問グリーンパル（中鴻池）０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

働く人の講話
やりました夢の実現～まいど１号宇宙へ

昨年打ち上げられた人工衛星「まい

ど１号」を開発した東大阪宇宙開発協
すぎ

同組合理事長の�本日出夫さんが、仕
事のすばらしさについてお話します。

�時７月２６日�午後２時～３時 �所クリ
エイション・コア東大阪 �対３９歳まで
の求職者 �定３０人（申込先着順） �申
７月２２日�午後５時まで
�申�問東大阪若者サポートステーショ

ン ０６（６７８７）２００８、�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

青少年女性センターの教室

【夏休み親子手芸教室】
毛糸のボンボンで指人形を作ります。

�時８月８日�午前１０時～正午 �定１５組
（抽選） �料１組６００円
【夏休み親子クッキーづくり教室】
チョコレート菓子のブラウニーを作

ります。 �時８月２１日�午後１時～４
時 �定８組（抽選） �料１組１，０００円

◇ ◇

�対市内在住、在学の小学生とその保
護者 �申往復ハガキに教室名、住所、
親子の氏名（ふりがなも）、年齢（学年）、

電話番号を書いて、７月３０日�（必着）
までに郵送

�所�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―１１―１７
青少年女性センター ０６（６７８９）５７４６、

�０６（６７８９）２０４９

ドリーム２１の教室

【パソコン教室～自分が生まれた日
の星空カードを作ろう】
専用ソフトとインターネットを使っ

てオリジナルの星空カードを作ります。

�時８月１９日��Ａコース�午前１０時～
正午 �Ｂコース�午後２時～４時
※いずれも同じ内容。 �対小学校３年
生～６年生 �定各１２人（抽選）
【プラネタリウム操作体験教室】
�時�Ａコース�８月２０日� �Ｂコ
ース�２１日� ☆いずれも午後１時～

３時３０分で同じ内容 �対小学校３年生
～中学生 �定各８人（抽選） �内プラ
ネタリウムの機械操作体験、一般番組

の投影見学

◇ ◇

�料各５００円 �申往復ハガキに教室名
（コース名も）、住所、氏名、学校名、

学年、電話番号を書いて、８月６日�
（必着）までに郵送（Ｅメールでも可）

�所�申�問〒５７８・０９２３松原南２―７―２１ ド

リーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２（９６２）
０８１０、�kyositu@dream21.higashio
saka.osaka.jp

緑陰工作教室

空き箱や牛乳パックなどをちょっと

した工夫でおもちゃや飾り物にしませ

んか。 �時８月７日�午前１０時～正午
（雨天中止） �所鴨高田神社（高井田
元町１） �対３歳～小学生 �内折り紙、
拓本・和とじの実習など ※おもちゃ

の病院も開設。不用になったおもちゃ

の持参歓迎。また、電動自動車・ミニ

SLの貸出しの申込みも受け付けます。

�問地域振興室内東大阪コミュニティ
ニュースの会 �前日まで�０６（４３０９）
３１６１、�０６（４３０９）３８６１ �当日�０９０
（９１６０）３３６４

健康でいきいきした生活を
シニア地域活動実践塾

�時９月９日～来年１月２０日の木曜日
午前１０時～午後３時（計１８日間） �対市
内在住の６０歳以上の方 �定各２０人（抽選）
�内次のいずれかのコースから選択して
ください。 �郷土の歴史を学ぶ �
暮らしの中の福祉を学ぶ �エコライ
フを学ぶ �健康と住みよいまちづく
りを学ぶ �料３，０００円 �申申込書に必要
事項を書いて、７月３１日�（必着）までに
郵送または直接 ※申込書は行政サー

ビスセンター、福祉事務所などで配布。

�所�申�問〒５７８・０９１２角田２―３―８ 高齢者

サービスセンター ０７２（９６２）８０１１、�
０７２（９６３）２０２０

はすの広場の教室

【手編み・手芸入門教室】
�時９月～１１月の日曜日午後２時～４
時（計６日間） �対市内在住、在勤の成人
�定２０人（抽選） �内くさり編みからのか
ぎ針、棒針で作品作り �料３，０００円
【パソコン入門教室】
�時９月～来年１月の日曜日午後２時

～４時（計８日間） �定１０人（抽選）
�料６，０００円 �持ワード・エクセルが使え
るノート型パソコン

◇ ◇

�申往復ハガキに教室名、住所、氏名、
年齢、電話番号を書いて、７月３１日�
（必着）までに郵送

�所�申�問〒５７７・０８１７近江堂３―１２―１５ は

すの広場（近江堂） ０６（６７３０）０８４０、

�０６（６７３０）５７２３

盆踊り講習会

河内音頭を踊ります。 �時８月１９日
�午後１時～３時 �対市内在住の６０歳
以上の方 �定３０人（申込先着順） �講悠
楽会 �申７月１５日�から
�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

忍たま乱太郎の公演と歌のお姉さ

ん（ビビ・マカロン）によるファミリ

ーコンサートを開催します。 �時８
月２８日�午後１時３０分から（開場は
午後１時） �所市民会館市民ホール
※駐車場はありません。 �料前売券
１，０００円、当日券１，２００円 ※全席自由

席で、前売券は７月２６日�から市民
会館、�施設利用サービス協会、チ
ケットぴあ（Ｐコード６１７―４６９）など

で発売。

�問市民会館 ０６（６７２２）９００１、�０６
（６７２２）９００７

「『クレジットカードのショッピン

グ枠を現金にしませんか。違法性は

なく、キャッシングより低金利で、

お金はクレジット会社へ返済するだ

け』などと記載された広告を見て業

者に連絡をした。業者は、『クレジッ

トカードで洗剤１個を１０万円で購入

すれば、９万円をキャッシュバック

します』と言う。信用していいのか」

という問合せがありました。

換金目的のクレジットカードの利

用は、カード会社の規約によって禁

止されています。換金目的でクレジ

ットカードを利用すると、利用停止

や残金の一括請求、利用者本人が犯

罪に問われることもあります。また、

現金が振り込まれない、金額が違う、

個人情報の流出などのトラブルも発

生しています。

６月に貸金業法が改正され、新規

の借入れが難しくなり、クレジット

カードの現金化による被害の増加が

今後、予想されます。安易に利用し

ないようにご注意ください。

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

市と社会福祉協議会では、今年、

金婚式（結婚５０年）を迎える夫婦を

祝福する「金婚夫婦のつどい」を１０

月９日�に市民会館市民ホールで開
催します。

つどいへの参加は、地域の校区福

祉委員長にお申込みください。申込

みいただいた夫婦へは、案内状を送

付します。また、当日参加できない

場合は、記念品を贈呈します。

本人からだけでなく、家族からの

申込みも受け付けます。ぜひ、申し

込んでください。 �対昭和３５年に結

婚した夫婦 �申７月２３日�まで
�問�社会福祉協議会 ０６（６７８９）

７２０１、�０６（６７８９）２９２４ �高齢介護
課 ０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

クレジットカードの
換金被害にご注意を

金婚夫婦のつどい
対象夫婦は申込みを ～緊急度レベル★★★☆☆
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忍たま乱太郎
キャラクターショー

くらしの
緊急情報

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

市民劇場

（８）平成２２年７月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り


